
基本目標

施策

１次評価　（プロジェクト推進担当課長）

プロジェクト
該当予算
事業数 A B C D

01 「にのみやLife」全国展開シティプロモーション事業 1 ●

02 観光まちづくり推進事業 1 ●

03 緑と花いっぱい推進事業 1 ●

04 自然保護事業 1 ●

05 「農」のある暮らし推進事業 2 ●

06 水産振興事業 1 ●

07 生涯学習振興事業 1 ●

08 青少年育成支援事業 2 ●

09 家庭・地域・学校の協力連携事業 1 ●

10 文化振興事業 1 ●

11 ふるさと教育推進事業 2 ●

１次評価 継続推進 見直し（要改善） 休止・廃止

プロジェクト
該当予算
事業数 A B C D

01 安心して住み続けられる地域再生事業 1 ●

02 公有財産管理運営事業 2 ●

03 公園整備・管理事業 1 ●

04 生涯学習振興事業 1 ●

05 文化振興事業 1 ●

１次評価 継続推進 見直し（要改善） 休止・廃止

みんなの二宮を知ろう・学ぼうプロジェクト

二宮町総合戦略評価シート（30年度実績）

二宮の強みを活かした魅力あるくらしを提案し、新しい人の流れをつくる

二宮を知り、二宮に触れ、二宮を体験できる環境づくり

プロジェクト担当課長 生涯学習課長

実施計画事業

平成30年度の
取り組み

成　果

・町民大学講座や文化祭、民俗芸能のつどいなど、町民が主体となって運営している事業を
通じて、子どもから大人まで広く町の文化や歴史にふれる機会を提供している。
・将来を担う子どもの健全育成のため、青少年指導員活動の推進や子ども会活動の支援を
行っている。

課　題

①町の歴史や自然に詳しい人材が減りつつあり、次世代に繋いでいくための方策が必要であ
る。

改善点（課題番号に対応）

①今後も関係団体と連携し、伝統文化の継承や歴史や自然に触れる機会を提供するととも
に、町の歴史等の記録を残していく必要がある。

プロジェクト担当課長 生涯学習課長

生涯学習センター・ラディアンの交流拠点化プロジェクト

実施計画事業

平成30年度の
取り組み

成　果

ラディアン・図書館ともに町の文化拠点として、町民団体や個人により多目的に利用されて
いる。また、町民との協働による事業展開により利用促進を図っている。

課　題

①開館から20年が経過し、施設の劣化、機能低下により、修繕箇所が増大している。
②図書館については、貸出者数は横ばい、入館者数は減少傾向となっている。

改善点（課題番号に対応）

①現況調査に基づき、修繕計画を策定し、計画的に大規模修繕を行い、適切な維持管理に努
める。
②図書館については、学校等と連携し、児童・生徒の利用を促進する。
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２次評価　（施策主管部長）

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

みんなの二宮を知ろう・学ぼうプロジェクト の成果について

KPI達成に有効であった KPI達成に有効とは言えない

生涯学習センター・ラディアンの交流拠点化プロジェクト の成果について

KPI達成に有効であった KPI達成に有効とは言えない

施策： 二宮を知り、二宮に触れ、二宮を体験できる環境づくり の成果について

地方創生に非常に効果的であった 地方創生に相当程度効果があった

地方創生に効果があった 地方創生に対して効果がなかった

施策主管部長 教育部長

重要業績評価指標
（KPI）について

生涯センター・ラディアンの施設稼働率

基準値 H28 H29 H30 H31 目標値

54.0% 55.1% 55.2% 51.5% 60%

達成状況に関する分析

修繕のためホールを休止していた期間があったことなどから、稼働率は下がっている。

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の見直し案

図書館の来館者数

目標値

217,925人 213,555人 212,004人 174,944 240,000人

基準値 H28 H29 H30 H31

達成状況に関する分析

　計測器の変更により、大幅に減った数値が計測されたが、貸出冊数は若干の減少であり、
例年並みの入館者があったと推測される。目標値については検討が必要。

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の見直し案 図書の貸出数

文化・芸術活動に対する評価（加重平均）

目標値

0.04 0.08
H29ｱﾝｹｰﾄ

0.01
H30ｱﾝｹｰﾄ

-0.19
H31ｱﾝｹｰﾄ

0.50以上

基準値 H28 H29 H30 H31

達成状況に関する分析

　ラディアンを中心し様々な文化・芸術関係の取組みを行っているが、数値は伸びず、取組
みが町民に伝わっていないことや、興味に結び付いていないことなどが考えられる。

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の見直し案

２次評価

説明

　シティプロモーションなど、工夫をしながら積極的に取り組んでおり、転入者の増加につ
ながっている。

説明

事業には一定の評価があるものの、ＫＰＩは伸びていない。
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外部評価　（二宮町政策評価委員会）

地方創生に非常に効果的であった 地方創生に相当程度効果があった

地方創生に効果があった 地方創生に対して効果がなかった

意見

今後の方針　（二宮町総合戦略推進本部）

みんなの二宮を知ろう・学ぼうプロジェクト の今後の方向性について

拡充 継続推進 見直し（要改善）

休止もしくは中止 終了

生涯学習センター・ラディアンの交流拠点化プロジェクト の今後の方向性について

拡充 継続推進 見直し（要改善）

休止もしくは中止 終了

事業効果について

　施策「二宮を知り、二宮に触れ、二宮を体験できる環境づくり」について、目標達成に向
けた進捗は、事業開始前より前進しているがKPI達成状況などは芳しくないため、施策の一部
改善を含め、さらに力強く推進する必要がある。
　KPIについては、より説得力のあるものとするため、単純な図書館来館者数ではなく、町民
一人当たりの貸し出し数とするなど、検討する余地がある。また、文化に対するアンケート
結果など、指標としてそぐわないものもあるため、精査する必要がある。
　文化拠点である生涯学習センターラディアンや、観光拠点である吾妻山については、立地
や規模などが非常に魅力的であるため、多方面に対してさらにＰＲ活動を展開することで、
来客等を増やすことができると考える。
　また、図書館についても近隣大学との連携などにより、さらに魅力的なあり方について検
討できる要素がある。

各プロジェクトの
今後の方針

○みんなの二宮を知ろう・学ぼうプロジェクト
・町の歴史や文化、豊かな自然を次世代に伝えていくため、町の歴史や自然にふれる機会を
提供したり、関係団体と連携し歴史や郷土に詳しい人材を発掘したりする。
・文化拠点のラディアンや、観光拠点の吾妻山について、立地や規模などの魅力を多方面に
対してさらにＰＲ活動を展開する。

○生涯学習センター・ラディアンの交流拠点化プロジェクト
・ラディアンは老朽化しているため、現況調査に基づき、修繕計画を策定し、計画的に大規
模修繕を行い、適切な維持管理に努める。
・図書館については、学校等と連携し、児童・生徒の利用を促進する。
・近隣大学との連携などにより、さらなる図書館の魅力的なあり方について検討する。

○共通事項
・KPI「図書館の来館者数」は、計測器の変更により数値比較ができないが、計画期間が残り
１年であるため、今期の総合戦略では新たな指標設定を行わず、次期総合戦略に向け、町民
一人当たりの貸し出し数するなど検討する。
・KPI「文化・芸術活動に対する評価」は、アンケートの実施状況などにより結果に差が生じ
るなどの課題があるため、次期総合戦略に向け検討する。
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